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利島

東
京
竹
芝
桟
橋
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
船
で

伊
豆
大
島
ヘ
、
次
い
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
乗
り
、
利
島
に
降
り
立
っ
た
。
ヘ
リ

搭
乗
は
、
島
の
波
風
や
湾
が
な
い
な
ど

の
海
象
条
件
に
よ
り
、
船
の
就
航
（
接

岸
）
率
50
％
で
あ
る
た
め
。
こ
の
近
づ

き
が
た
さ
が
、
利
島
が
日
本
一
の
椿
油

の
島
に
な
っ
た
こ
と
の
背
景
に
あ
る
。

上
空
か
ら
眺
め
た
島
は
、
こ
ん
も
り

原
生
林
の
緑
に
覆
わ
れ
て
い
た
よ
う
に

見
え
た
の
だ
が
、
あ
と
で
樹
木
の
８
割

が
村
人
の
手
に
よ
っ
て
植
樹
さ
れ
た
椿

の
人
工
林
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

利
島
の
椿
は
、
昔
か
ら
島
に
自
生
し

て
い
た
日
本
の
原
生
種
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
。

椿
油
は
、
食
用
・
頭
髪
用
・
肌
用
、
か

つ
て
は
刀
磨
き
に
も
使
っ
た
万
能
油
。

江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
要
請
に
よ
り
椿

油
を
年
貢
と
し
て
納
め
て
い
た
歴
史
が

あ
る
。
ま
た
、
椿
は
太
平
洋
を
吹
き
荒

れ
る
季
節
風
か
ら
集
落
を
守
る
防
風
林

の
役
割
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
利
島
の

椿
は
江
戸
で
の
需
要
と
生
活
防
護
の
理

由
か
ら
、
長
い
年
月
つ
ね
に
島
人
に
寄

り
添
い
な
が
ら
大
規
模
な
人
工
林
が
で

き
あ
が
っ
た
も
の
な
の
だ
。
ま
た
交
通

条
件
も
あ
っ
て
、
島
は
観
光
誘
致
よ
り

椿
油
づ
く
り
に
特
化
し
て
い
っ
た
。
現

在
は
生
産
量
も
全
国
の
６
割
を
占
め
て

日
本
一
で
あ
り
、
昔
か
ら
「
利
島
の
椿

油
」
は
島
内
外
で
親
し
ま
れ
、
そ
も
そ

も
万
能
油
で
食
用
で
も
あ
る
た
め
利
島

特
産
「
食
用
つ
ば
き
油
」
の
名
称
が
自

然
と
生
ま
れ
た
。

原
料
に
は
、
農
薬
・
化
学
肥
料
不
使

用
の
基
準
で
育
て
ら
れ
、
未
熟
の
実
を

収
穫
す
る
の
で
な
く
、
完
熟
し
て
落
下

し
た
実
を
拾
い
集
め
る
た
め
に
こ
ま
め

に
雑
草
を
抜
く
な
ど
の
手
入
れ
が
必
要

で
あ
り
、
栽
培
状
態
と
収
穫
は
ま
さ
に

畑
作
業
で
も
あ
る
た
め
だ
。

食
用
油
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
る

が
、
椿
油
は
最
高
級
の
高
品
質
油
で
あ

り
、
食
通
や
プ
ロ
の
料
理
人
に
は
好
ん

で
使
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
ナ
ッ
ツ
類

に
似
た
椿
特
有
の
香
り
が
ほ
の
か
に
漂

う
椿
油
。
揚
物
、
炒
め
物
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
を
は
じ
め
、
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ

な
ら
ぬ
椿
フ
ォ
ン
デ
ュ
も
知
る
人
ぞ
知

る
椿
油
活
用
メ
ニ
ュ
ー
に
な
る
。

椿
油
は
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

げ
る
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
働
き
が
あ

る
オ
レ
イ
ン
酸
を
約
85
％
も
含
ん
で
お

り
、
健
康
面
か
ら
も
評
価
が
高
い
。
オ

レ
イ
ン
酸
含
有
量
が
高
い
油
と
し
て

は
、
オ
リ
ー
ブ
油
が
約
75
％
ほ
ど
な
の

し
た
利
島
産
の
椿
の
実
だ
け
を
使
う
。

「
利
島
の
椿
は
、
70
年
か
ら
１
０
０
年

く
ら
い
の
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
椿
は

植
え
て
か
ら
30
年
し
な
い
と
実
を
結
ば

な
い
の
で
す
け
ど
ね
」
と
は
、Ｊ
Ａ
東

京
島
し
ょ
利
島
店
の
柴
田
敦
史
店
長
で

あ
る
。
島
で
は
、
５
〜
15
m
も
の
椿
の

巨
木
が
多
く
、林
を
「
椿
畑
」
と
呼
ぶ
。

そ
れ
は
、
山
の
急
斜
面
を
水
平
に
な
ら

し
た
棚
地
に
、
椿
が
農
作
物
の
よ
う
に

一
定
間
隔
で
植
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
。

　

ま
た
、
腐
葉
土
を
与
え
た
り
、
落
下

本場は、椿油生産量日本一の利島
利島は東京から約135キロの太平洋
上に浮かぶ伊豆諸島の島。周囲
7.7km、人口約300人の小さな島の
全域が東京都利島村となる。島の８割
が椿で覆われ、椿油の生産量は全国の
6割、伊豆諸島の7割を占める。もち
ろん市町村単位においての椿油生産量
は、日本一を誇っている。

平
成

24
年
度　

本
場
の
本
物
認
定
品
（
Ⅰ
種
）椿

油
生
産
量
日
本
一の
島
か
ら

利
島
特
産 

食
用
つ
ば
き
油

椿
油
で
揚
げ
た
天
ぷ
ら
は
、
家
康
の
好
物
の
ひ
と
つ

椿畑には、5～15mもの巨木が整然と植樹されている。

東京島しょ農業協同組合
利島店店長　

柴田敦史 氏

で
、
椿
油
の
貴
重
さ
が
わ
か
ろ
う
と
い

う
も
の
。
ま
た
オ
レ
イ
ン
酸
が
多
い
油

は
酸
化
（
劣
化
）
さ
れ
に
く
い
の
で
、

他
の
食
用
油
に
比
べ
て
品
質
が
長
持
ち

す
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。

製
造
法
は
、
安
心
安
全
な
利
島
の
椿

の
品
質
を
最
大
限
に
生
か
す
「
圧
搾
製

法
」。
生
産
者
か
ら
利
島
村
椿
油
セ
ン

タ
ー
に
届
け
ら
れ
た
椿
の
実
は
、
小
石

や
枯
葉
の
細
か
い
交
雑
物
を
除
く
な
ど

の
前
処
理
を
す
ま
せ
、
圧
搾
機
に
か
け

て
実
か
ら
油
を
搾
る
。
圧
搾
に
よ
っ
て

実
か
ら
油
に
な
っ
た
原
油
は
、
精
製
の

プ
ロ
セ
ス
へ
。
油
の
劣
化
を
お
さ
え
る

た
め
の
脱
酸
処
理
と
い
う
工
程
を
行
っ

て
、
高
品
質
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
続
い
て
洗
浄
処
理
を
行
い
、
濾
過

さ
れ
油
中
の
不
純
物
を
取
り
除
い
て
で

き
あ
が
っ
た
椿
油
は
、
充
填
機
で
真
空

状
態
に
し
て
製
品
油
タ
ン
ク
に
貯
蔵
さ

れ
る
。

「
利
島
の
椿
油
は
、
オ
リ
ー
ブ
油
の

品
質
で
例
え
る
な
ら
、
全
て
が
一
番
搾

り
で
、
オ
レ
イ
ン
酸
の
含
有
量
の
高
さ

か
ら
し
て
全
て
が
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ

ン
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
」

と
柴
田
さ
ん
が
語
る
。
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
は
、利
島
の
「
食
用
つ
ば
き
油
」

の
安
全
性
や
高
品
質
性
を
よ
り
周
知
で

き
る
よ
う
努
力
し
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
手
間
ひ
ま
を
惜
し
ま
ず
大
切
に
育

て
て
い
る
生
産
者
の
努
力
に
も
報
い
て

ゆ
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

伊豆諸島名産のあし
たばの天ぷら。椿油
30％ブレンドした揚
油を使った揚物は、
カラリとした軽い食
感が特色。消化がよ
く食べた後も胃に負
担がかからず胸やけ
しないのも魅力と
なっている。

完熟して落下した実を、て
いねいに採取している。

天日干しで数日乾燥させた椿実。

圧搾機で椿の実から
油を搾ると、原油と
搾りカスに分けられ
る。圧搾後すぐの原
油は、まだ不純物な
どが混じり濃い茶系
色をしている。

最後に濾過の工程を
繰り返し、異物を排
除することで、透明
な「利島特産  食用
つばき油」ができあ
がる。

原油に脱酸処理をし
て、遊離脂肪酸を除
去し、油を酸化しに
くくする。

と

 

し

 

ま

商品情報
利島特産  食用つばき油　（１８３ｇ）
農薬・化学肥料を一切使わずに育てた椿の実を原料につくった、安心・安全な
食用椿油。原料の椿実は、全て東京都特別栽培農産物（農薬と化学肥料を５
割以上削減した農産物を認証する東京都の制度）の認定を取得している。健
康によいとされるオレイン酸をオリーブ油以上に含み、抗酸化力の強いビタミンＥ
も豊富でヘルシーさでも高い評価を得ている。酸化に強く、室温で保管しても劣
化しにくい。揚物、炒め物、ドレッシングなどに幅広く使える。商品のタグには、
メニュー例が紹介されている。

東京島しょ農業協同組合利島店
東京都利島村１３番地
☎04992-9-0026　

関連団体

としま

椿は、寒期に花を咲かせ、養分を蓄えた実は9月から10月頃に完熟し、自然に割れて落下する。

利島（としま）は、伊豆大島の南27kmに浮かぶ円錐形の小島。島の交通
環境によって、日本原産の貴重なヤブツバキが原種で守られ、椿油は
人々の地道な努力により江戸時代から特産物となった。最近はイルカ
の島としても、静かな人気がある。

農
薬
・
化
学
肥
料
不
使
用

完
熟
の
実
か
ら
搾
る
高
級
油

利島特産  食用つばき油
名称の由来／利島は江戸時代から椿油の特産地。「利島の椿油」は島内外で古くから親しまれ
ている。椿油は化粧品イメージが強いが食用油でもあることから、食用を入れた名称となった。

製法の特徴／利島産の椿実だけを原料に溶剤を使わない｢圧搾抽出｣している。搾油から充填
までを行うため品質にばらつきなく高品質を管理できる。

原材料の特徴／農薬・化学肥料不使用の条件下で育てられ、完熟して落下した利島産椿実だ
けを使用している。

品質と安全性／同一の工場で、食用も化粧品用も搾油しており、品質と衛生管理を万全に
行っている。酸化にかかわる酸価値は、化粧品基準より厳しい0.6以下を自主基準としている。

業界とりまとめ団体 ／東京島しょ農業協同組合利島店（東京都利島村13番地）

本場
の本
物

認定

ココ
が特
徴

としま

本場の本物  6667  本場の本物


